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　　F-REIが世界を変える

Recruitment Information職員採用案内 2026

F-REI will change the world, 
creating a bright future
from Fukushima



？

研究開発
Research and development

日本を代表する
研究基盤をつくり、
国内外に誇れる
研究開発を進める

福島国際研究教育機構 (F-REI : エフレイ) は、福島をはじめ東北の復興を実現するための夢や希望となるもの
とするとともに、我が国の科学技術力・産業競争力の強化を牽引し、経済成長や国民生活の向上に貢献する、
世界に冠たる「創造的復興の中核拠点」を目指しています。

F-REIは、「研究開発」「産業化」「人材育成」「司令塔」という4つの機能を併せ持っています。そして、これらの
機能を複合的に結びつけることで、福島・東北の課題を解決へ導くとともに、研究成果から生まれるイノベー
ションを活かして日本の産業競争力を世界最高水準に引き上げ、国内外に効果を波及させていきます。

産 業 化
Industrialization

研究開発の成果を
新しい産業の

創出に結びつける

司 令 塔
Control tower

関係機関の活動に
横串を刺し、

推進力と波及効果を
生み出す

人材育成
Human resource development

地域や学校、
企業とともに、
次世代を担う
人材を育てる

Fukushima Institute for Research, Education and Innovation

とは

F-REIの持つ4つの機能

機能を複合的に結びつけ
国内外に効果を波及

耐放射線性、耐水性、耐熱性などを備えた高機動性を有するロボットの開発、自律制御、群制御などを実現するた
めの知能化研究、生物がもつ感覚機能などを高める機能拡張研究などを行う。それらの成果を活用して、廃炉や
災害時、宇宙空間などの過酷環境下で稼働できる高機動性ロボットの開発、高ペイロードで長時間飛行が可能な
高機能ドローンの開発、自律移動型ロボットの開発などを推進する。

ロボット分野

農林漁業作業の完全自動化・ロボット化・スマート化などによる超省力化・超効率化と、森林資源の有効活用など
により多収益・大規模モデル確立によって地域循環型経済モデルの構築を目指す。一方で、RIトレーサー活用によ
る品種改良、有機栽培、土壌改良に関する基礎研究を推進する。

農林水産業分野

福島を日本のカーボンニュートラル先駆けの地とするために、再生可能エネルギーを中心に、エネルギー製造、貯
蔵、輸送、利用に関わる研究開発を行い、そのなかで社会実装を目指してのリスク評価、法規制、技術基準の策定
なども課題とする。水素・アンモニアなどを使ったエネルギー活用、CO2回収やエネルギー源としての利用などに
関する研究を推進する。再生可能エネルギーの活用をベースとすることでカーボンニュートラル、さらにはネガティ
ブエミッションが実現可能なことを実証し、その展開によりサステナブルな社会の実現に貢献する。

エネルギー分野

ウエル・ビーイングへの貢献を目指して、放射線利用に関する基礎研究に加えて、医療のみならず農業、工業分野
での産業利用を見据えた技術開発を推進する。医療分野では放射線トレーサーを利用した診断技術の開発や、放
射線標識化合物によるがん標的薬の開発、農業および工業分野では放射線を利用した計測科学研究と技術開発
を推進する。

放射線科学・創薬医療、放射線の産業利用分野

原子力災害の被災地において自然環境や地域社会について調査と分析を行い、地域の安全性を高めるための科
学的知見の蓄積と発信を行う。あわせてF-REIの研究成果を活かして、地域の活性化とコミュニティの合意形成を
推進することで、人々が共生するレジリエントなまちづくりに貢献する。

原子力災害に関するデータや知見の集積・発信分野

世界でも類を見ない複合的な災害を経験した福島だからこそ、優位性を発揮できる研究があります。
F-REIでは研究分野を5つ定め、世界トップ水準の研究開発を実施していきます。

5つの研究分野5つの研究分野
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福島から未来を切り拓く
Create a bright future from Fukushima

●研究開発とその成果の産業化を核に「創造的復興の中
核拠点」となる
●新産業の創出を通じ、我が国の産業競争力強化の一翼
を担う

Mission
ミッション

※上記はイメージパースであり、今後の設計で変更となる可能性があります。

日建設計・日本設計・パシフィックコンサルタンツ設計共同体 提供
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Vision F-REIでどんなことをしていますか？

研究開発推進部　研究開発推進第二課　調査役
金平 克史さん

当面のビジョン

福島ならでは、F-REIならではの
研究所づくりに貢献したい

●福島だからこそ挑戦できる研究で地域課題解決と価値
創造による地域創成を実現する 
●科学技術と地域発展を担う次世代の人材を育成する

中長期的なビジョン
●福島のイノベーションモデルを国内のみならず世界に
展開し、世界共通の課題解決に貢献する

F-REIで働くうえでの心構えを教えてください

　福島の地域課題は、国内外においても共通する課題を持った地域がたくさ

んあります。その中から重要な地域課題を見つけ出し、研究成果から生まれた

技術を使った社会実装のモデルを構築して、同じ課題を持つ国内外の課題解

決につなげる仕組みづくりが大事だと考えています。

　研究に関心があり、地域に貢献したい気持ちを持った人材が、地域の産業

に関わる中で自ら課題を見つけ、研究し、経験豊富な研究者がそれを支える体

制を作りたいと思っています。

　私は農林水産業分野を担当しています。研究施設の検討、これからF-REIで一緒

に研究していただく好奇心や探求心の強い優秀な研究者を集める人材確保業務

などの研究サポートのほか、外部で平行して行っている委託研究の進行管理を

行っています。

　福島県浜通りにおいて、新しい研究所を一から作り上げるという貴重な活動に

参加していることに、大きな喜びと期待を感じています。

　課題を抱えた現場に近い研究所であることがF-REIの強みだと思っ

ていて、直面する地域課題を間近で見ることは、他の研究所ではなか

なか叶わないことです。研究者の視点に立ち、探求心を深めることが

できるより良い研究所を作り、それによって福島県の復興とF-REIの

未来に貢献したいと思っています。

福島とF-REIのためにできることは何ですか？

ビジョン
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Value

「未来をつくる行動の力」

研究者と協力し
研究成果の向上を目指す

一人一人がF-REIを動かす原動力であるという自覚をもって、
５つの力を最大限発揮して行動する

「常識を超える挑戦の力」

研究成果をインパクトあるイノベーション（社会実装）につな
げることを意識して自ら行動する

前例にとらわれず、新たな可能性を求めてチャレンジし続ける

「多様性と連携の力」
多様な人 と々手を取り合い、ともに未来をつくる力を信じる

「開かれた対話の力」
壁を作らず、自由なコミュニケーションの中でともに学び、
成長する力

「地域の信頼を得る力」
新たなまちづくりの中で共生していくために地域との相互理解
を深める

バリュー

F-REIでどんなことをしていますか？

仕事を通じて気づいた事はありますか？

　2024年の夏に、いわき市で小学生とその保護者向けの科学実験ワークショッ

プを開催しました。そこで、小学生が日ごろから放射線について学習し、理解しよ

うとしている姿を見て、とても驚きました。このようなワークショップでの体験を

通じて、若い方々にF-REIの取組や研究内容を知ってもらう、理解してもらうこと

が、私たちの目指す「未来をつくる行動の力」に繋がると感じています。

 また、福島の復興に向けて、国内外の専門家、学術機関、研究機関、地方自治

体、そして国際的なパートナーとの協働は欠かせません。さまざまなバックグ

ラウンドや専門知識を持つ人々が一つの目標に向かって協力することが「多様

性と連携の力」に繋がるのだと確信しています。

　専門職（リサーチ・アドミニストレーター）として勤務して１年が経ちました。

私はF-REIが行う、原子力災害に関するデータや知見の集積・発信分野に関す

る研究環境や研究体制の整備をはじめ事務的なサポートに従事しています。

　他には、研究成果の発信や、国内外の外部関係者と幅広く協働できるよう、

英語での国際的なコミュニケーションを支援することが私の業務です。

　業務の幅も責任も広いですが、そのおかげで仕事にメリハリが生まれ、やり

がいにも繋がっています。

 母国のスリランカでも2004年のスマトラ沖で発生した大地震と津波

により、甚大な被害が生じました。被災者の気持ちが理解できるからこ

そF-REIでできることがあると考えています。私自身も自己研鑽に励み、

F-REIで行われる研究と福島の復興のために貢献したいと思います。

今後の目標を教えてください

研究開発推進部　研究開発推進第二課　リサーチ・アドミニストレーター
チャンドゥラー ピンナワラさん
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F-REIでは、業績や自己のキャリアを見据えたF-REIでしか 　できないチャレンジングなキャリアチェンジが可能です。
 将来に向けて価値ある経験を積み、成長　 することができる環境を整えています。

F-REIでつかむ  キャリアピース

研究開発
推進

研究開発
推進

総務・人事総務・人事

国際・
産学官連
国際・
産学官連

挑戦したことで得られた感動

仕事で得た
感動

未来を拓くキャリアピース
協働し

創造す
る

キャリ
アピー

ス
F-REIで実現するフューチャー
デザイン

マネジメントスキルの習得

専門職への
挑戦

・リサーチ・
アドミニス

トレーター
　　

・サイエンス
・コミュニケ

ーター　な
ど

基礎的なビジネススキルセットの習得

充実した
ライフイベント

一緒に働く
上司・同僚

デジタルスキル
を磨く

財務・
経営企画
財務・
経営企画

自己研鑽し

専門領域の
深掘り

事務職の
専門性を追求

知的好奇心

部下の育成

外国語
の習得

資格を取得し
自分の武器を増やす
・IT
・知財
・法務　など

国内外の
関係機関との
人事交流

研究職への
挑戦

9 10



2026年4月採用職員募集要項

採用までの流れ主な業務内容

HPの採用情報のページよりご確認ください。

STEP   01 １次選考：書類選考

STEP   02 ２次選考：実地審査（面接・適性検査等）

STEP   03 ３次選考：実地審査（面接等）

STEP   04 内　定

【研究開発推進】
最先端の技術や革新的なアイデアに直接触れることができ、未来を形作る技術の一端を担うこ
とができる業務。特にF-REIが行っていく研究開発においては、研究ユニットとともに常に新し
い知識や技術を学び続けることが求められるため、自身の成長を実感できることに大きな魅力
がある。

【国際・産学官連携】
海外を含む企業、学術機関、金融機関、政府機関など多様なステークスホルダーとの協働により、
異なる視点や専門知識を学び広いネットワークを築けることにやりがいがある業務。中長期的
な目線で、新しい技術やアイデアを実現し、社会的な課題を解決するための橋渡し役としてイノ
ベーションを推進する役割を担い、社会に貢献できる実感を得られる点が魅力。

【財務・経営企画】
常に未来を見据えた計画を立て、組織の中長期的な成長と発展に貢献する業務。財務分析、マー
ケットリサーチ、プロジェクトマネジメント、広域連携など、多岐にわたるスキルを駆使して業
務を遂行する。他部門との連携が不可欠で、協調性を始めとしたチームワークの重要性を学ぶ
ことができるほか、自身のスキルセットを広げ成長を実感できる仕事。

募集対象
2025年4月以降又は2026年3月に卒業見込みの方
（高校、高等専門学校、短期大学、大学、大学院を対象とします。また、2023年4月～2025年3月に
卒業された方も募集の対象とします。)

福利厚生
完全週休2日。有給休暇20日（採用初年は最
大15日間）の取得が可能。その他、国家公務員
に準じた特別休暇あり。当機構による宿舎の
貸与あり。

諸手当
通勤手当、住居手当、扶養手当、超過勤務
手当、期末手当、勤勉手当など各種手当制
度あり。

募集職種
運営管理部門職員

雇用形態
フルタイム正規職員

勤務時間
8：30－17：15を基本的な勤務時間とする（12:00－13:00 休憩時間）。

採用について詳しい内容はこちら
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無料駐車場
完備

男女比率

職員が語るF-REIの職場職員が語るF-REIの職場
働き方

完全週休2日制で、仕事とプライベートにメ
リハリがあります。また、テレワークやフレッ
クスタイムでの勤務をうまく取り入れている
職員もいます。

A.

Q. どのような働き方がありますか

スキル・成長

研究者など多くの専門的な方々と関わる
ので業務に必要な新しい知識やスキルを
身につけることができます。

A.

Q. 身につくスキルはありますか

人間関係

スポーツクラブに通う、
週末にテニスやゴルフに
行く、終業後に懇親会を
行うなどをしています。

A.

Q. 職場以外で、職員と
関わりはありますか

SDGs

福島をはじめ東
北の復興を前進
させるとともに、
持続可能な開発
目標の実現など
世界共通の課題
の解決を目指し
ています。

A.

Q. SDGs への
取り組みは
どんなものが
ありますか

必要な資格

どなたでも応募可能です。
ただし、英語をはじめと
した外国語力、研究や開
発などに必要な資格を有
することで仕事の幅が広
がります。

A.

Q. 必要な資格・免許・
検定などはありますか

雰囲気

会話も多く、上司・
同僚に仕事やプライ
ベートの相談をしや
すい職場環境です。

A.

Q. 職場の雰囲気を
教えてください

浜通りの各地から通っている職員が多く、
JR浪江駅からは徒歩10分圏内に職場が
あります。車で通勤する職員には無料駐
車場を完備しています。

通勤はどうしていますか？

およそ80名ほどの役職員数で、
男女比は3：1です。

国家公務員の休暇制度に準拠し、様々な
特別休暇を設けています。また、育児を支
援する取り組みとして、養育支援休暇な
ども新設しました。

有給休暇以外の休暇は
ありますか？

質    問
よくあるよくある

2

1

役職員数と全体の男女比は
どのくらいになりますか？

1人ひとりの希望や適性を勘案し、配属先
を決定しています。

入社後の配属先はどのように
決まりますか？4

3

徒歩10分圏内

休みも充実！

※R7.3.1時点

文系の職員もたくさんいます。興味・好奇
心があり、F-REIで成長していこうとする
気持ちを持って応募してください。

研究機構なので、
文系の学生は入れないですか？5
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